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世
界
理
解
月
間 

平
成
27
年
２
月
３
日
（
火
） 

節
分
例
会
（
職
場
例
会
） 

於 

大
須
観
音 

 
 

会
員 

58
名 

 
 

出
席
計
算
数 53

名
中
48
名
出
席 

出
席
率
90
・
57
％ 

前
々
回
出
席
率
86
・
27
％ 

  
例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

★
職
業
奉
仕
委
員
長
挨
拶 

★
節
分
の
お
話
し 

★
米
山
記
念
奨
学
生
挨
拶 

★
青
少
年
交
換
学
生
挨
拶 

★
乾
杯 

★
次
年
度
委
員
会
配
属
発
表 

   

ゲ
ス
ト 

久
田
勘
鷗
さ
ん
ご
夫
人 久

田
三
津
子
さ
ん 

元
名
古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ
会
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

松
本 

定
道
さ
ん 

小
笠
原
和
俊
さ
ん
ゲ
ス
ト 

 
 

千
田
さ
と
こ
さ
ん 

照
井 

栞
さ
ん
ゲ
ス
ト 

 
 

梶
野 

涼
子
さ
ん 

米
山
記
念
奨
学
生 

チ
フ
ト
ゥ
チ 

ウ
ッ
ム
ハ
ン 

受
入
青
少
年
交
換
学
生 

 

ダ
ル
ト
ン
・
レ
ー
ン
・
ベ
イ
カ
ー 

 
 

ビ
ジ
タ
ー 

 

名
古
屋
北
Ｒ
Ｃ 

 

中
村 

陽
公
さ
ん 

名
古
屋
名
駅
Ｒ
Ｃ 

久
田 

勘
鷗
さ
ん 

津
島
Ｒ
Ｃ 

 
 

 

加
藤
泰
一
郎
さ
ん 

 

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

★
名
古
屋
名
駅
Ｒ
Ｃ 

久
田 

勘
鷗
さ
ん

よ
り
過
分
に
頂
戴
し
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

先
般
は
30
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。 

 

元
会
員
・
松
本 

定
道
さ
ん 

毎
年
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
来
年
も
元

気
で
参
加
さ
せ
て
下
さ
い
。
鬼
が
笑
う

か
な
？ 

津
島
Ｒ
Ｃ
・
加
藤
泰
一
郎
さ
ん 

今
日
の
節
分
例
会
を
大
い
に
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。
岡
部
貫
主
お
世
話
に
な
り
ま

す
。 

 

髙
木 

政
義
・
前
田 

隆
久 

福
は
内
、
福
は
内
。
皆
様
全
員
に
福
が

来
ま
す
様
に
。 

 
 

 

大
原 

敏
正 

大
須
観
音
節
分
会
へ
よ
う
こ
そ
！ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

岡
部 

快
圓 

岡
部
さ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
す
。 

 
 

 
 

小
笠
原
和
俊
・
木
村 

光
徳 

 
 

 
 

川
畑 

博
敬
・
岡
田 

尚
彦 

岡
部
さ
ん
今
年
も
お
世
話
に
な
り
ま
す
。 

 
 

 
 

田
崎 

雅
三
・
春
日
井
和
良 

            

 
 

 
 

小
澤 

幸
男
・
林 

 

順
治 

 
 

 
 

堀
江 

英
弥
・
酒
井 

 

修 

本
日
の
節
分
例
会
楽
し
み
に
し
て
き
ま

し
た
。
岡
部
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

丹
下 

富
博
・
宇
野 

史
仁 

中
村
さ
ん
、豆
ま
き
楽
し
ん
で
下
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

青
木 

靖
高 

早
い
豆
ま
き
を
済
ま
せ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

杉
浦 

令
淑 

晴
天
で
の
豆
ま
き
、
職
業
奉
仕
の
皆
様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

柴
岡 

正
将
・
小
野 

定
男 

鬼
頭 

茂
成
・
近
藤
宏
一
郎 

木
村
さ
ん
Ｄ
Ｖ
Ｄ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
お
せ
つ
ぶ
ん
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

渡
辺 

観
永 

岡
部
さ
ん
本
日
の
節
分
例
会
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
皆
様
お
楽
し
み
下
さ

い
。 

 
 

 

職
業
奉
仕
委
員
会
一
同 

 
  

会
長
挨
拶 

 

会
長 

髙
木 

政
義 

今
日
は
恒
例
の
節
分
例
会
で
す
。
こ

の
例
会
は
私
に
と
っ
て
区
切
り
と
な
る

例
会
で
す
。
そ
れ
は
ク
ラ
ブ
の
入
会
が

２
月
３
日
で
あ
り
、
こ
の
部
屋
で
の
入

会
式
で
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
こ
の
日
で

私
の
ク
ラ
ブ
在
籍
年
数
が
１
年
増
加
し

て
い
き
ま
す
。 

節
分
が
近
く
な
り
ま
す
と
最
近
は「
恵

方
巻
」
な
る
も
の
の
広
告
が
目
に
付
き

ま
す
。
先
日
新
聞
に
「
節
分
お
ば
け
」
の

話
が
で
て
い
ま
し
た
。
京
都
の
花
街
で

節
分
に
行
わ
れ
る
風
習
し
た
り
、
逆
に

女
性
が
男
装
な
ど
し
て
〝
化
け
る
〟
日
で 

        

あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
非
日
常
の
世
界
を

作
り
楽
し
む
行
事
な
の
で
し
ょ
う
。
男

性
が
芸
妓
や
舞
妓
に
扮
装
す
る
の
は
そ

の
一
例
で
す
。
遊
び
の
心
が
感
じ
ら
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
節
目
と
な
る
日
に

は
〝
豆
ま
き
〟
以
外
に
様
々
な
催
し
が
あ

る
よ
う
で
す
。
我
が
家
で
も
私
が
小
さ

い
頃
に
は
節
分
に
行
っ
て
い
た
事
が
あ

り
ま
す
。
柊
の
小
枝
に
鰯
の
頭
を
刺
し

て
戸
口
に
付
け
る
。そ
し
て
室
内
で
〝
豆

ま
き
〟
を
す
る
。
そ
の
頃
で
は
一
般
的

な
節
分
風
景
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

と
こ
ろ
で
ク
ラ
ブ
の
節
分
例
会
に
で

る
ま
で
長
く
〝
豆
ま
き
〟
は
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
か
ら
大
須
観
音
で
の
〝
豆
ま

き
〟
は
大
変
新
鮮
な
も
の
で
し
た
。
そ

し
て
驚
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
小
さ

な
こ
と
で
す
が
私
に
と
っ
て
は
大
き
な

出
来
事
で
し
た
。〝
豆
ま
き
〟
に
使
わ
れ

た
豆
の
こ
と
で
す
。
帰
っ
て
家
で
食
べ

て
み
ま
し
た
。
柔
ら
か
く
と
て
も
お
い

し
か
っ
た
の
で
す
。
昔
自
宅
で
使
っ
た

〝
豆
ま
き
〟
の
豆
は
、
自
分
の
年
の
数

の
豆
を
食
べ
る
も
の
だ
と
言
わ
れ
て
も
、

硬
く
て
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
も
の
で

は
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
の
時
な
ぜ

か
時
代
を
感
じ
ま
し
た
。
今
は
硬
い
豆

1285 
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を
食
べ
た
昔
で
は
な
い
の
だ
と
。 

今
日
も
宝
船
行
列
が
こ
ち
ら
に
向
か

っ
て
い
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
天
気
の
節

分
を
大
須
で
堪
能
し
て
下
さ
い
。 

 
 

      

＊
当
ク
ラ
ブ
か
ら 

佐
藤 

彰
さ
ん
が 

〝
福
禄
寿
〟
と
し
て 

宝
船
に
参
加
さ
れ 

ま
し
た
。 

  

職
業
奉
仕
委
員
長
挨
拶 

桑
山 

光
俊 

皆
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。
職
業
奉
仕

委
員
長
の
桑
山
で
す
。
職
場
例
会
、
節

分
例
会
に
多
数
ご
参
加
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
ま
す
。
本
日
は
、
蒼
天
の

下
、
邪
を
祓
い
福
を
招
く
格
別
の
日
和

と
な
り
ま
し
た
。 

髙
木
会
長
の
挨
拶
の
中
に
入
会
式
の

お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
が
、
私
も
こ
の

節
分
例
会
で
入
会
を
さ
せ
て
頂
き
、
思

い
入
れ
の
あ
る
例
会
で
あ
り
ま
す
。
毎

年
こ
の
例
会
を
迎
え
る
た
び
に
気
が
引

き
締
ま
る
思
い
と
共
に
、
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
の
会
員
で
よ
か
っ
た
と
感
じ
る

日
で
あ
り
ま
す
。 

明
日
は
立
春
。
こ
の
一
年
、
皆
さ
ま

に
多
く
の
福
が
あ
ら
ん
こ
と
を
祈
念
い

た
し
ま
す
。
本
日
は
皆
さ
ま
方
、
節
分

例
会
を
楽
し
ん
で
下
さ
い
。 

  

節
分
の
お
話
し 

 
 

岡
部 

快
圓 

真
言
宗
智
山
派
の
別
格
本
山
大
須
観

音
（
北
野
山
真
福
寺
宝
生
院
）
は
尾
張
四
観

音
の
中
枢
に
当
た
り
「
中
心
恵
方
」
と

し
て
昔
か
ら
知
ら
れ
て
参
り
ま
し
た
。

特
に
「
福
の
神
鬼
追
い
の
儀
式
」
は
そ

の
昔
室
町
時
代
、
殿
中
に
て
執
り
行
わ

れ
た
儀
式
で
あ
り
大
須
観
音
で
は
節
分

ご
と
に
こ
の
儀
式
が
行
わ
れ
て
参
り
、

２
月
３
日
の
節
分
会
に
は
寺
社
総
奉

行
・
七
福
神
（
布
袋
和
尚
・
大
黒
天
・
弁
財

天
・
毘
沙
門
天
・
恵
比
須
の
神
・
福
禄
寿
・
寿

老
人
）
を
率
い
た
福
の
神
が
現
れ
、
赤

鬼
、
青
鬼
ど
も
を
追
う
厄
除
け
の
行
事

は
全
国
に
そ
の
類
を
見
る
こ
と
は
で
き 

な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

福
の
神
が
捲
く
福
豆
と
天
に
も
轟
く

笑
い
声
に
赤
鬼
・
青
鬼
ど
も
は
慌
て
ふ

た
め
い
て
退
散
し
、
こ
の
儀
式
は
終
わ

り
ま
す
。 

尚
、
大
須
観
音
で
は
、
伊
勢
神
宮
の

神
人
よ
り
開
山
能
信
（
の
う
し
ん
）
上
人

に
授
け
ら
れ
た
寺
宝
の
鬼
面
（
き
め
ん
） 

        

を
ご
本
尊
御
宝
前
に
祀
り（
一
年
に
１
日
、

節
分
の
日
の
み
）
加
持
祈
祷
を
行
い
、
参

詣
者
皆
様
の
厄
難
を
払
い
、
七
難
即

滅
・
七
福
即
生
を
祈
る
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
鬼
面
を
因
み
、「
福
は
内
」
と
の
み

唱
え
「
鬼
は
外
」
は
禁
句
と
な
っ
て
居

り
ま
す
。 

本
年
の
恵
方
は
申（
さ
る
）
と
酉（
と
り
）

の
間
西
南
西
で
す
。
尚
２
月
３
日
の
節

分
会
の
行
列
は
午
後
１
時
18
分
（
御
本

尊
の
縁
日
18
日
に
因
み
）
栄
の
中
日
ビ
ル

の
船
宿
を
と
し
福
の
神
宝
船
（
大
須
丸
）

に
乗
っ
た
七
福
神
・
還
暦
の
会
・
古
希

の
会
・
ミ
ス
観
音
・
寺
社
総
奉
行
な
ど

の
「
節
分
宝
船
行
列
」
が
栄
小
公
園
を

出
発
し
、
南
大
津
通
り
・
万
松
寺
通
り
・

裏
門
前
町
通
り
・
東
仁
王
門
通
り
・
仁

王
門
通
り
を
パ
レ
ー
ド
し
て
午
後
３
時

頃
大
須
観
音
に
到
着
し
、
本
堂
前
の
特

設
舞
台
に
て
福
の
神
に
よ
る
「
鬼
追
い

の
儀
式
」
が
挙
行
さ
れ
、
節
分
会
の
ハ

イ
ラ
イ
ト
と
な
り
ま
す
。 

 
本
年
度
の
福
の
神
は
東
邦
ガ
ス
株
式

会
社
取
締
役
会
長 

佐
伯
卓
様
で
す
。 

尚
節
分
前
夜
祭
（
今
年
は
１
月
31
日
）
に

は
大
須
学
区
及
び
大
須
商
店
街
の
人
達

30
名
が
、
県
庁
・
市
役
所
・
各
報
道
機

関
な
ど
を
巡
っ
て
福
の
神
の
鬼
追
い
儀

式
を
演
じ
ご
披
露
申
し
上
げ
る
事
に
な

っ
て
居
り
ま
す
。 

  

乾 

杯 
 

 
 

 
  

前
田 
隆
久 

  

次
年
度
委
員
会
配
属 

発
表 

会
長
エ
レ
ク
ト 

田
崎 

雅
三 

 

米
山
奨
学
生
挨
拶 

チ
フ
ト
ゥ
チ
・
ウ
ッ
ム
ハ
ン 

 

       

み
な
さ
ん
、
メ
ル
ハ
バ
。 

最
近
、
日
本
人
人
質
事
件
に
つ
い
て

悲
し
い
ニ
ュ
ー
ス
ば
か
り
で
、
亡
く
な

っ
た
日
本
人
の
方
お
二
人
に
、
心
か
ら

お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。
私
は
、

「
イ
ス
ラ
ム
国
」
と
い
う
テ
ロ
組
織
が

行
っ
た
行
為
に
、
深
い
悲
し
み
を
感
じ

て
い
ま
す
。 

 

メ
デ
ィ
ア
で
は
「
イ
ス
ラ
ム
国
」
と

い
う
名
前
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
イ
ス
ラ
ム
に
と
っ
て
迷
惑
な
こ
と 

で
、
誤
解
を
招
く
た
め
、
自
民
党
は
「
こ

の
テ
ロ
組
織
を
過
激
派
組
織
『
ア
イ
シ

ル
（IS

IL

）』
と
い
う
名
前
で
呼
ぶ
」

と
い
う
声
明
を
出
し
、
外
務
省
も
「
ア

イ
シ
ル
」
を
使
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
テ

ロ
組
織
は
イ
ス
ラ
ム
と
全
く
関
係
の
な

い
行
為
を
や
っ
て
イ
ス
ラ
ム
教
を
悪
く

思
わ
せ
て
い
ま
す
。
イ
ス
ラ
ム
教
は
平

和
や
助
け
合
い
を
教
義
に
持
つ
温
和
な

宗
教
で
す
が
、
彼
ら
は
イ
ス
ラ
ム
の
教

義
を
騙
り
、汚
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

 
元
々
イ
ス
ラ
ム
で
は
人
を
殺
す
の
は

大
き
な
罪
で
あ
り
、
や
っ
て
は
行
け
な

い
行
為
で
す
。
罪
の
な
い
人
た
ち
を
殺

し
た
り
、
イ
ス
ラ
ム
や
神
様
の
ア
ッ
ラ

ー
の
名
前
を
使
っ
て
、
悪
い
行
為
ば
か

り
す
る
人
々
を
強
く
非
難
し
ま
す
。
二

度
と
こ
の
よ
う
な
テ
ロ
組
織
に
罪
の
な

い
人
た
ち
が
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に

祈
っ
て
お
り
ま
す
。 

以
上
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。 

  

受
入
青
少
年
交
換
学
生
挨
拶 

ダ
ル
ト
ン
・
レ
ー
ン
・
ベ
イ
カ
ー         

（
次
号
以
降
に
掲
載
致
し
ま
す
。） 

 

２
月
19
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

例
会
変
更 

２
月
22
日
（
日
） 

地
区
大
会
２
日
目 

於 

Ｗ
ナ
ゴ
ヤ
キ
ャ
ッ
ス
ル 

９
時
受
付 

１０
時
開
会 

 
 

（
17
時
30
分 

閉
会
・
点
鐘
） 

 
 

 
 

 
 

広
報
委
員
会 

 
 

林 
 

順
治 

杉
浦 

令
淑
・
内
藤 

 

明 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 

http://d.hatena.ne.jp/keyword/%C1%C8%BF%A5

